
批

評
・
紹

介

川

勝

守

著

明
清
江
南
最
業
経
済
史
研
究

松

士
口

郎

田

川
勝
氏
の
近
著
は
明
清
時
代
の
江
南
地
域
に
お
け
る
農
業
経
済
史
を
主
題
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
目
次
か
ら
掲
げ
よ
う
。

ま
え
が
き

序
章
明
清
江
南
農
業
経
済
史
の
問
題
黙

第
一
章
十
六
十
八
世
紀
中
園
に
お
け
る
稲
の
種
類
、
品
種
の
特
性
と
そ

の
地
域
性

長
江
沿
岸
地
域
の
「
春
花
」
栽
培

長
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
棉
作
と
水
利

荒
政
と
長
江
デ
ル
タ
祉
禽

清
代
江
南
の
褒
租
慣
行

十
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
江
南
地
主
経
営
の
一
素
材
|
九
州
大
皐

所
蔵
『
嘉
慶
租
簿
』
に
つ
い
て
|

十
九
世
紀
、
奈
経
舎
堂
所
有
地
の
小
作
関
係
京
都
大
皐
人
文
科

開
学
研
究
所
綴
『
租
簿
』
『
入
廠
』
『
租
数
』
に
つ
い
て
|

清
末
、
江
南
に
お
け
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
1

九
州
大
皐
所

蔵
江
蘇
省
呉
豚
長
洲
豚
漏
林
一
桟
関
係
簿
加
に
つ
い
て
|

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章
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第
八
一章

結
論
(
要
約
〉

あ
と
が
き

以
下
、
川
勝
氏
の
著
書
の
論
黙
を
整
理
し
、
評
者
の
気
づ
い
た
黙
に
卸
し
て

論
評
を
加
え
る
こ
と
を
お
許
し
頂
き
た
い
。

序
章
明
清
江
南
農
業
経
済
史
の
問
題
貼

本
章
に
お
い
て
、
川
勝
氏
は
「
宋
以
前
の
中
国
農
業
史
の
設
展
史
に
比
較
し

て
、
明
清
農
業
史
の
そ
れ
は
い
ま
だ
設
展
の
契
機
の
把
握
に
成
功
し
て
い
な

い
。
」
(
六
頁
)
と
の
研
究
史
上
の
現
状
認
識
を
下
さ
れ
、
ま
た
、
「
合
衆
園

皐
者
の

D
・
H
・
パ
l
キ
ン
ス
教
授
は
明
清
農
業
の
技
術
的
設
展
に
つ
い
て
、

:
・
農
耕
技
術
の
い
か
な
る
顕
著
な
改
造
も
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
っ
た
」
(
六

J
七
頁
〉
と
い
う
論
や
「
十
八
世
紀
以
来
の
中
園
は
「
笈
展
な
き
成
長
」
と
い

う
の
が
エ
ル
ヴ
ィ
ン
数
授
の
剣
断
」
(
九
頁
〉
に
射
し
て
、
「
十
六
・
七
世
紀

と
十
八
世
紀
に
お
け
る
農
業
経
済
に
関
係
し
た
種
々
の
「
技
術
」
の
夜
這
は
、

や
は
り
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
も
の
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
」
(
九
頁
〉
。
ま

た
、
「
江
南
農
業
に
お
い
て
こ
そ
商
品
作
物
の
作
附
等
々
が
所
有
地
の
零
細

な
、
貧
し
い
農
民
に
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
黙

に
つ
い
て
そ
れ
を
十
六
|
十
九
世
紀
の
明
清
期
の
歴
史
的
展
開
に
卸
し
て
理
解

し
よ
う
」
(
一

O
頁
〉
と
問
題
提
起
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
「
「
江
南
」
地
域
の
農
業
史
」
と
い
う
の
は
、
「
数
多
く
あ
る
中

圏
各
地
の
諸
地
域
の
一
つ
と
し
て
の
江
南
の
農
業
経
済
問
題
で
あ
る
の
で
は
な

い
。
明
清
期
、
江
南
農
業
経
済
は
中
圏
全
鰻
の
中
で
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る

か
」
、
「
江
南
地
域
を
核
と
し
て
全
闘
の
農
業
経
済
は
い
か
に
シ
ス
テ
ム
化
さ

れ
て
い
た
か
」
(
一
一
ニ
頁
〉
と
い
う
構
想
の
中
で
江
南
を
位
置
づ
け
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
、
本
論
の
構
成
は
「
第
一
l
l
五
章
は
明
・

清
時
代

の
農
業
「
技
術
」
内
容
と
そ
の
水
準
」
の
考
察
、
「
第
六
|
八
章
は
清
末
、
十

九
世
紀
の
地
主
制
檎
造
」
(
一
一
一
一
貝
)
の
考
察
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
一
章
十
六
|
十
八
世
紀
中
園
に
お
け
る
稲
の
種
類
、
品
種
の
特
性
と
そ

の
地
域
性

本
章
に
お
い
て
、
筆
中
・
華
南
地
域
の
稲
の
種
類
、
品
種
の
特
性
と
そ
の
地

域
性
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。

そ
の
考
察
に
よ
る
と
、
「
十
六
、
七
世
紀
の
明
末
の
段
階
で
そ
の

〈
稲
の
種

類
な
ど
の
〉
傾
向
は
ほ
ぼ
出
愈
く
し
て
お
り
」
‘
ま
た
、
「
十
七
世
紀
ま
で
に

確
立
す
る
中
園
宿
作
の
一
般
的
傾
向
と
は
、
長
江
下
流
デ
ル
タ
の
み
に
綬
米
栽

培
の
停
統
が
残
り
、
他
は
大
総
占
・
柏
が
優
勢
で
あ
っ
た
こ
と
、
酒
米
用
の
嬬

米
が
数
多
く
、
か
つ
全
図
的
に
共
通
す
る
品
種
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
等
」

(
九
七
頁
〉
で
あ
り
、
こ
れ
ら
「
品
種
の
波
生
と
そ
の
相
互
開
に
お
け
る
特
性

の
認
識
は
、
骨
国
時
稲
作
が
市
場
向
け
の
一
商
品
作
物
・

経
済
作
物
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
」
(
九
七
頁
)
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
よ
り
早
熟

な
、
よ
り
早
期
に
枚
獲
さ
れ
、
さ
ら
に
枚
量
の
多
い
穫
が
開
設
さ
れ
て
い
た
こ

と
」
、
「
他
地
方
か
ら
俸
来
し
た
種
の
多
い
こ
と
」
、
「
二
期
作
用
や
、
堕
分
の

強
い
土
綴
等
、
さ
ら
に
緑
地
用
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
宜
に
合
っ
た
種
が
開
設
さ

れ
て
い
た
」
〈
九
七
頁
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
章
長
江
沿
岸
地
域
の
「
春
花
」
栽
培

従
来
、
「
中
園
封
建
経
済
の
重
要
な
特
徴
は
、
農
業
と
家
内
手
工
業
の
相
結

合
し
た
自
給
自
足
の
自
然
経
済
様
式
に
あ
る
と
す
る
理
解
が
あ
っ
た
」
が
、
こ

れ
は
ご
面
正
し
く
、
一
面
で
誤
っ
て
い
る
」
。
帥
ち
、
「
自
然
経
済
の
篠
件

下
に
お
い
て
も
、
農
民
は
た
だ
自
己
が
消
費
需
要
す
る
農
産
物
を
生
産
す
る
だ

け
で
な
く
、
他
人
の
手
工
業
原
料
物
品
を
生
産
す
る
こ
と
が
む
し
ろ
多
く
を
占

め
た
」

ハ
一
O
一一
貝
)
。
こ
の
手
工
業
原
料
物
品
の

一
つ
が
、
十
七
世
紀
前
菜

の
明
極
末
期
、
長
江
デ
ル
タ
地
帯
の
一
隅
に
出
現
す
る
「
春
花
」
と
よ
ぶ
用
語

と
関
連
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
春
花
と
は
姿
、
豆
、
油
菜
の
裏

作
物
全
健
を
指
す
ば
あ
い
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
語
義
は
黄
花
す
な
わ
ち
池

楽
(
な
た
ね
)
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
春
花
が
油
楽
だ
け
を
指
す
こ
と
も

あ
る
」
(
一

O
二
頁
〉
と
言
わ
れ
る
。

「
春
花
の
諸
作
物
、
姿
、
豆
、
油
菜
等
の
作
物
は
、
①
春
熱

(裏
作
)
用
の

重
要
食
用
作
物
で
あ
る
こ
と
、

②
肥
料
用
作
物
に
も
な
る
こ
と
、
③
豚
や
鴨

鵠
・
鶏
な
ど
の
飼
料
用
作
物
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
、
等
の
性
質
が
あ
る
。

さ
ら
に
重
要
な
黙
と
し
て
は
、
春
花
作
物
は
表
作
の
米
の
債
格
と
た
い
へ
ん
密

接
な
関
係
を
有
し
、
そ
の
際
育
資
不
接
時
の
食
料
く
い
縫
ぎ
用
で
あ
る
と
と
も

に、

穀
物
債
格

(
米
債
)
安
定

・
調
整
的
機
能
も
有
し
て
い
た
」
(
一

一
六
|

一
七
頁
)
。
ま
た
、
「
十
六
|
十
八
世
紀
、
長
江
流
域
各
省
の
雨
熱
性
(
二
毛

作
)
農
業
の
稜
展
」
は
、
「
特
に
油
菜
の
普
及
抜
大
が
重
要
」
で
あ
り
・
そ
れ

は
「
春
花
」
の
名
詞
の
出
現
、
長
江
下
流
デ
ル
タ
か
ら
中
流
江
西
・
湖
底
地
方

さ
ら
に
四
川
や
雲
南

・
貴
州
地
方
ま
で
そ
の
名
詞
の
媛
大
と
関
連
し
て
い
る

(
一
四
八
頁
〉
。

こ
の
「
春
花
」
と
い
う
名
詞
の
展
開
は
、
「
極
め
て
密
度
の

高
い
集
約
農
業
の
展
開
」
を
示
し
て
い
る
こ
四
九
頁
)
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。第

三
章
長
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
棉
作
と
水
利

西
嶋
定
生
氏
が
「
棉
作
経
営
の
成
立
に
よ
っ
て
緩
草
さ
れ
た
農
業
構
造
の
本

質
は
、
結
果
と
し
て
そ
の
農
業
経
営
に
お
い
て
直
接
生
産
者
が
主
程
性
を
獲
得

し
た
こ
と
で
は
な
く
て
、
商
業
資
本
へ
の
隷
属
と
、
そ
れ
を
利
用
し
た
大
土
地

所
有
者
の
利
潤
獲
得
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
〈
一

六
四
頁
〉
と
さ
れ
る
論
駐
に
つ
い
て
、
川
勝
氏
は
そ
の
基
本
貼
を
認
め
な
が
ら
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「
第
一
は
、
:
;
:
農
家
の
営
農
意
欲
、
農
民
的
智
恵
の
護
揮
こ
そ
ま
ず
認

め
る
べ
差
乙
で
あ
る
(
一
八
四
頁
〉
。
「
そ
の
二
、
:
:
:
落
穂
拾
い
慣
行
の
如

き
、
「
捉
落
花
」
と
い
う
慣
行
が
棉
作
田
に
あ
っ
た
こ
と
を
俸
え
る
。
こ
れ
も

貧
農
等
の
生
活
の
た
め
の
一
助
と
な
っ
た
こ
と
と
思
う
と
と
も
に
、
何
ら
か
の

共
同
種
的
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
」
、
「
最
後
に
三
貼
目
は
、
・
:
・
棉
花
の
作
柄

不
況
が
農
民
蜂
起
を
引
き
起
こ
し
た
」
(
一
八
五
頁
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
棉
作
と
水
利
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
「
木
棉
栽
培
に
水
利

港
紙
は
全
く
必
要
が
な
い
と
い
う
理
解
は
な
り
た
た
な
い
」
(
一
七
六
頁
)
。

そ
し
て
、
「
木
綿
栽
培
が
農
田
水
利
に
何
ら
か
の
障
害
を
お
こ
す
も
の
」
(
一

七
六
頁
〉
と
し
て
従
来
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
黙
に
関
し
て
は
、
「
水
利

荒
時
四
は
、
ク
リ
ー
ク
中
の
無
主
の
自
然
地
を
不
法
に
占
有
し
、
自
己
の
墾
地
と

し
て
い
る
江
演
大
戸
及
び
鰭
紳
の
家
の
一
種
の
造
田
・
新
田
事
業
に
よ
る
の
で

あ
っ
て
、
棉
作
の
展
開
そ
の
も
の
に
よ
る
の
で
は
な
い
」
〈
一
七
七
頁
)
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
「
明
末
以
降
郷
紳
的
土
地
所
有
の
展
開
に
伴

ぃ
、
郷
紳
の
特
権
た
る
優
罰
則
特
権
と
か
か
わ
っ
て
、
花
分
詑
寄
の
不
正
が
増
長

し
、
後
役
負
携
が
零
細
土
地
所
有
者
へ
下
降
し
た
こ
と
と
関
連
」
し
て
お
り
、

「
明
末
江
南
の
水
利
は
極
め
て
困
難
な
朕
況
と
な
っ
て
い
た
」
ハ
一
八
三
頁
)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「棉
作
は
明
確
に
小
作
農
民
た
る
佃
戸
層
に
よ

っ
て
捲
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
封
し
て
地
主
層
は
、
制
到
佃
戸
の
佃
租
徴
枚
関
係

に
お
い
て
、
ま
た
園
家
枚
取
H
白
糧

・
漕
糧
等
の
税
糧
徴
牧
と
の
関
わ
り
に
お

い
て
、
棉
作
か
ら
水
稲
作
へ
再
縛
換
す
る
こ
と
を
願
う
の
で
あ
っ
た
」
が
、

「
か
か
る
地
主
側
の
意
園
は
:
・
:
短
期
的
に
は
寅
現
不
可
能
だ
っ
た
」
〈
一
八

三
頁
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

棉
作
を
行
う
佃
戸
層
の
寅
態
を
明
確
に
さ
れ
、
彼
ら
の
管
且
民
意
欲
、
共
同
盟

的
関
係
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
黙
は
興
味
深
い
指
摘
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
造
回

・

も

新
回
事
業
を
行
っ
て
水
利
荒
援
を
も
た
ら
し
、
花
分
詑
寄
に
よ
っ
て
脱
税
す
る

「
江
潰
大
戸
及
び
緒
紳
の
家
」
と
佃
戸
へ
棉
作
か
ら
水
稲
作
へ
の
再
縛
換
を
願

う
地
主
層
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
、
相
違
黙
に
封
す
る
言

及
が
欲
し
か
っ
た
と
考
え
る
。

第
四
章
荒
政
と
長
江
デ
ル
タ
祉
曾

「
荒
政
と
は
凶
作
に
制
到
底
す
る
た
め
の
政
策
を
い
っ
た
」

(
一
九
一
頁
〉

が
、
明
末
長
江
デ
ル
タ
祉
舎
で
は
卒
艇
が
重
視
さ
れ
た
。

「
そ
の
こ
と
の
意
味

は
、
卒
雑
で
あ
れ
ば
有
償
、
時
隅
米
者
の
方
は
銀
銭
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
銀
銭

は
棉
花
・
桑
葉
ま
た
、
豆
や
瓜
奈
な
ど
の
商
品
作
物
・
経
済
作
物
の
栽
培
に
よ

っ
て
入
手
し
た
も
の
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
生
紙

・
絹
織
物
、
棉
糸
・
綿
織
物
な

ど
手
工
業
等
の
商
品
生
産
に
よ
っ
て
所
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、

地
方
州
豚
の
土
木
事
業
や
江
南
市
銀
城
市
で
の
一
商
工
業
へ
の
出
稼
、
宮
戸
郷
紳

家
へ
の
雇
備
に
よ
っ
て
、
種
々
の
努
働
の
針
債
で
あ
っ
た
り
も
し
た
」
(
一
一一一

O
頁
)
と
言
わ
れ
る
。
即
ち
、
「
単
な
る
生
活
困
窮
で
は
な
く
、
非
農
業
努
働

に
よ
っ
た
銀
銭
は
所
有
す
る
が
、
米
穀
糧
食
そ
の
も
の
を
歓
く
と
い
っ
た
飢
餓

で
あ
っ
た
」

(
四
八
八
頁
)
。

ま
た
、
卒
胞
に
は
「
各
種
商
人
と
官

・
政
府
と
の
調
整
が
課
題
」
(
四
八
八

頁
)
で
あ
り
、
特
に
、
「
徽
州
商
人

・
新
安
一
商
人
」
に
十
分
な
封
策
を
練
る
必

要
が
あ
っ
た
(
一
二
五
頁
〉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
卒
婦
を
と
り
ま
く
米
の
需
給
に
つ
い
て
は
、
嘗
時
、
「
四
川

・
湖

庚
・
江
西
と
長
江
下
流
、
さ
ら
に
一
隅
建
、
康
西
と
廃
棄
、
事
一間
と
一施
建
等
々
と

い
っ
た
全
中
園
的
米
穀
流
通

・
需
給
関
係
」
(
二
二
四
頁
〉
が
成
立
し
て
い
た

が
、
い
わ
ゆ
る

「湖
庚
熱
、
天
下
足
」
の
意
義
は
「
一
商
一
品
生
産
の
展
開
の
著
し

い
長
江
デ
ル
タ
祉
禽
あ
っ
て
の
「
湖
庚
」
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ

る
」
(
二
二
四
頁
〉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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第
五
章
清
代
江
南
の
褒
租
慣
行

「
明
清
時
代
、
長
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
褒
租
慣
行
の
存
在
は
天
野
元
之
助
氏

の
渡
言
も
あ
っ
て
極
め
て
否
定
的
で
は
あ
る
が
」
(
一
一
一
一
一
九
頁
)
、
そ
の
制
度
を

停
え
る
史
料
に
、
乾
隆
『
崇
明
際
士
山
』
を
四
、
賦
役
志
、
田
制
の
「
貫
一
償
承
債

読
」
史
料
等
が
あ
っ
た
。
そ
の
「
買
債
承
債
読
」
に
よ
る
と
、
「
買
債
承
債
は

一
般
的
に
は
回
面
白
底
雨
権
利
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
一
つ
の
土
地
の
上
に
成
立

す
る
重
層
的
関
係
、
も
し
く
は
用
役
穫
の
関
係
が
存
在
す
る
。
:
:
:
坪
岸
築
造

費
用
を
自
己
負
携
し
た
所
有
権
者
の
ば
あ
い
に
買
債
と
し
、
坪
岸
築
迭
を
佃
戸

に
ま
か
し
た
ば
あ
い
に
、
そ
の
佃
戸
の
権
利
を
承
債
と
す
る
よ
う
で
L

、
ま
た

「
買
債
の
み
褒
租
が
あ
り
、
承
僚
に
は
そ
れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
税
糧
に

夏
税
秋
糧
の
匿
別
が
あ
る
に
も
劉
慮
し
、
買
債
は
糧
を
排
じ
、
承
僚
は
糧
無
し

と
い
う
こ
と
に
も
関
連
」
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
褒
の
牧
は
薄
い
の
で
二
重

の
負
揺
な
ど
に
耐
え
ぬ
」
(
二
四
九
頁
〉
か
ら
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

以
上
の
史
料
等
か
ら
「
長
江
デ
ル
タ
各
地
方
に
は
褒
租
慣
行
が
根
強
い
。
屡

々
紛
争
|
裁
剣
事
件
の
種
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
褒
租
が
地
主
佃
戸
開
の
せ
め

ぎ
合
い
の
中
に
設
定
さ
れ
た
枚
取
の
同
盟
系
」
で
あ
る
(
二
五
三
頁
)
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

第
六
章

十
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
江
南
地
主
経
営
の
一
素
材
|
九
州
大
皐

所
蔵
『
嘉
慶
租
簿
』
に
つ
い
て
|

「
租
簿
・
租
珊
等
の
地
主
文
書
の
紹
介
や
分
析
」
は
村
松
祐
次
氏
や
夏
井
春

喜
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
雨
者
の
「
研
究
が
分
析
の
針
象
と

し
た
史
料
は
全
部
、
太
卒
天
園
時
期
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ

る
」
(
二
五
七
l
八
頁
)
。
川
勝
氏
が
本
章
で
分
析
封
象
と
さ
れ
た
九
州
大
皐

所
磁
『
嘉
慶
租
簿
L

や
次
章
以
下
で
取
り
扱
わ
れ
た
京
都
大
拳
人
文
科
皐
研
究

所
蔵
『
租
簿
』
、
東
京
大
皐
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
、
奮
仁
井
田
陸
博
士
輯
集
の

土
地
文
書
に
は
「
い
ず
れ
も
太
卒
天
園
期
、
ア
ヘ
ン
戦
争
時
よ
り
も
先
の
時
期

に
成
立
し
た
文
書
が
存
在
」
(
二
五
八
頁
)
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
文
書
は

「
原
は
同
一
の
地
域
の
、
文
書
作
成
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
(
二
五

八
頁
)
。「

『
嘉
慶
租
簿
』
に
み
え
る
金
医
陳
姓
地
主
の
地
主
制
、
地
主
佃
戸
関
係
」

は
「
契
約
書
(
佃
契
)
の
文
言
と
租
簿
の
記
載
と
の
聞
に
は
差
異
が
あ
る
。
」

(
四
九
一
頁
)

た
と
え
ば
、
「
岸
本
美
緒
氏
は
、
「
昨
荒
裕
」
と
は
稲
の
種
類
で
な
く
、
む

し
ろ
「
刈
る
」
と
い
う
行
震
に
関
わ
る
語
、
と
し
た
。
:
:
:
歓
租
し
た
佃
戸
に

劃
す
る
寅
力
行
使
間
牧
租
と
し
て
の
「
捉
散
稲
」
が
「
昨
荒
稲
」
の
意
で
あ
ろ

う
」
(
三

O
七
頁
)
と
い
う
黙
を
基
本
的
に
承
認
し
つ
つ
も
、
「
こ
れ
を
佃
農

側
に
同
情
的
に
み
る
か
、
地
主
・
業
主
側
に
同
情
的
に
み
る
か
の
差
は
あ
る
。

筆
者
は
む
し
ろ
、
強
盗
か
戟
争
行
策
あ
る
い
は
こ
そ
泥
に
属
す
と
も
い
う
べ
き

捉
散
裕
行
震
を
選
揮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
地
主
業
戸
側
に
同
情
す
る
。
」

(
三
五
一
頁
)
「
飲
租
が
績
き
、
納
租
が
悪
い
と
、
承
佃
面
積
の
減
少
、
さ
ら

に
は
退
佃
に
追
い
込
ま
れ
る
ケ
1
ス
も
多
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
契
約
文
書
に

文
言
が
あ
る
か
ら
で
な
く
、
地
主
l
佃
戸
関
係
の
中
で
の
佃
農
の
現
寅
的
選
揮

で
あ
ろ
う
。
承
佃
関
係
に
も
佃
戸
開
で
の
競
争
が
あ
り
、
よ
り
良
佃
を
地
主
は

選
ん
だ
。
」
即
ち
、
「
市
場
経
済
の
原
理
」
(
三
五
二
頁
)
で
あ
る
。
従
っ
て
、

「
地
主
と
佃
由
民
と
は
針
立
の
面
と
相
互
依
存
の
面
と
の
爾
面
の
関
係
で
あ
る
。

地
主
は
佃
戸
の
親
族
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
、
逼
し
て
小

作
関
係
の
安
定
維
持
に
努
め
て
い
た
」
(
四
九
一

l
九
二
頁
〉
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。契

約
書
(
佃
契
〉
の
文
言
と
租
簿
の
記
載
と
の
聞
に
は
差
異
が
あ
り
、
契
約
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書
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
租
簿
に
よ
る
地
主
佃
戸
関
係
の
貧
態
分
析
を
中
心

に
現
貨
の
関
係
が
相
互
の
依
存
・
針
立
と
市
場
経
済
原
理
で
成
り
立
っ
て
い
た

こ
と
を
究
明
さ
れ
た
こ
と
は
一
意
義
が
あ
る
。

第
七
章
十
九
世
紀
、
奈
経
舎
堂
所
有
地
の
小
作
関
係
|
京
都
大
皐
人
文
科

聞
学
研
究
所
蔵
『
租
簿
』
『
入
販
』
『
租
教
』
に
つ
い
て
|

川
勝
氏
は
「
京
都
大
拳
人
文
科
皐
研
究
所
蔵
の
各
種
『
租
簿
』
類
は
、
這
光

年
開
三
期
の
ほ
か
に
、
太
卒
天
園
期
の
空
白
を
置
い
て
、
そ
れ
以
後
の
同
治
|

光
緒
年
聞
と
十
九
世
紀
後
葉
ま
で
の
地
主
|
佃
戸
の
枚
租
関
係
を
記
載
し
て
あ

る
の
で
、
そ
れ
を
も
併
せ
て
検
討
し
、
要
す
る
に
、
ア
ヘ
ン
戦
争
!
太
卒
天
圏

期
の
前
後
に
ま
た
が
っ
て
の
十
九
世
紀
に
お
け
る
中
園
地
主
制
の
貧
相
の
い
く

つ
か
の
個
別
面
を
摘
出
」
(
三
七
七
頁
〉
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
奈
経
禽
堂
所
有
地
の
小
作
関
係
に
つ
い
て
は
「
ア
ヘ
ン
鞍
手
、

太
卒
天
園
と
い
う
激
動
の
時
代
を
く
ぐ
っ
た
割
に
は
小
作
地
の
縫
承
性
が
安
定

し
て
」
お
り
、
ま
た
、
「
そ
の
小
作
関
係
の
佃
戸
名
を
み
て
も
、
さ
す
が
に
三
、

四
O
年
の
時
聞
の
経
過
は
一
世
代
を
超
え
る
も
の
だ
け
に
交
替
が
み
ら
れ
る
の

は
蛍
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
多
〈
同
姓
|
恐
ら
く
は
父
子
、
兄
弟
等
の
親
族

関
係
聞
に
お
け
る
縫
承
が
屋
倒
的
で
あ
る
こ
と
も
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と

で
あ
ろ
う
」
(
三
八
四
頁
〉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
注
目
す
べ
き
こ
と

は
、
六
O
U
A
、
七
O
W
A
の
納
入
で
も
「
清
吃
」
と
簿
加
上
、
決
済
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
ろ
う
e

十
九
世
紀
に
減
賦
減
租
論
の
欝
論
は
喧
し
い
。
し
か
し
、
そ

の
基
礎
に
は
各
租
簿
に
み
た
枚
租
朕
況
が
あ
る
の
で
あ
る
」
(
四

O
二
頁
)
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
帥
ち
、
減
賦
滅
租
論
の
背
景
に
は
地
主
佃
戸
関
の
現
賓
の

納
租
状
況
が
反
映
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
皐
な
る
階
級
制
問
立
の
問
題
と
し

て
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、
現
賓
の
地
主
佃
戸
関
係
の
牧
租
を
め
ぐ
る
寅
態
分

析
か
ら
、
嘗
時
の
減
賦
減
租
論
の
背
景
を
考
察
さ
れ
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

清
末
、
江
南
に
お
け
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
1

九
州
大
息
所

蔵
江
蘇
省
呉
懸
長
洲
鯨
漏
林
一
桟
関
係
簿
加
に
つ
い
て
!

九
州
大
皐
所
蔵
江
蘇
省
奥
豚
長
洲
豚
潟
林
一
一
槙
関
係
簿
加
は
「
村
松
〈
路

次
〉
氏
が
使
用
し
た
東
洋
文
庫
所
蔵
本
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
る
」

(四

O
七
頁
)
が
、
た
だ
、
九
州
大
皐
所
磁
の
も
の
に
は
「
「
佃
崩
」
「
租
簿
」

が
入
っ
て
い
る
貼
」
(
四

O
七
頁
)
に
特
徴
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
九
州
大
皐
所
蔵
本
の
分
析
に
よ
っ
て
多
く
の
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

が
、
特
徴
的
な
黙
を
掲
げ
さ
せ
て
頂
く
と
、
例
え
ば
「
力
米
」
と
い
う
の
が
あ

っ
た
。
「
力
米
と
い
う
事
賃
上
の
佃
租
の
附
加
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
大
率
佃

租
一
石
に
劉
し
一
一
一
J
四
升
程
度
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
佃
租
の
総
額
は
、
中
に

は
そ
れ
で
も
減
菟
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
増
加
傾
向
に
あ
っ

た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
黙
か
ら
、
こ
の
カ
米
の
定
着
化
は
、
賞
時
佃

戸
の
抗
租
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
他
の
自
然
的
要
因
に
よ
っ
て
、
佃
租
が
割
引

か
れ
、
デ
フ
ロ
ー
ト
の
獄
態
に
あ
っ
た
と
い
う
事
態
に
針
し
、
佃
租
線
燈
を
確

保
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
方
策
で
も
あ
プ
た
と
い
う
理
解
も
可
能
に
な
る
」

(
四
七
五
頁
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
力
米
」
と
い
う
附
加
的
佃
租
成
立
の

要
因
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
が
深
い
。

清
氏
租
桟
の
性
格
に
つ
い
て
、
「
第
一
に
、
・
:
:
業
戸
の
土
地
支
配
は
名
目

的
で
あ
っ
た
。
第
こ
に
は
、
:
:
:
租
桟
関
係
地
に
お
け
る
租
桟
の
佃
戸
管
理
は

永
績
的
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
に
奥

・
長
洲
雨
燃
の
海
林

一
桟
を
構
成

す
る
呉
姓
業
主
地
は
、
:
:
租
筏
管
理
の
下
に
入
っ
て
い
た
。
第
四
に
鴻
林
一

様
の
関
係
地
は
村
松
氏
が
確
認
し
た
面
積
教
な
ど
よ
り
は
る
か
に
多
く
」
、

「
鴻

桂
芥
の
波
後
も
そ
の
成
長
を
や
め
な
い
」
(
四
九
三
貰
)
と
い
う
特
徴
が
あ
っ

た
。
従
っ
て
こ
の
租
桟
は
「
い
わ
ゆ
る
郷
紳
的
土
地
所
有
、
包
撹
と
相
似
た
も

の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
質
の
遣
う
地
主
管
理
機
構
で
あ
る
こ
と
を
示

第
八
章
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す
。
そ
れ
は
「
企
業
」
と
か
「
特
殊
法
人
」
と
か
に
む
し
ろ
近
い
も
の
」

九
三
頁
)
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

即
ち
、
川
勝
氏
の
言
う
租
桟
と
は
車
純
な
支
配
・
被
支
配
関
係
を
越
え
た
地

主
佃
戸
間
の
相
互
封
立
・
依
存
の
関
係
・
経
済
的
動
機
関
係
に
特
質
が
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

こ
の
黙
は
新
し
い
問
題
提
起
と
し
て
我
々
は
受
け
と
め
た
い
。

最
後
に
、
結
論
部
分
に
お
い
て
、
農
業
技
術
問
題
に
関
し
て
、
「
十
|
十
一
一
一

世
紀
の
宋
代
に
お
け
る
農
業
技
術
革
命
・
・
:
に
比
し
、
そ
れ
ほ
ど
顕
著
な
技
術

的
妥
展
が
明
清
期
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
:
;
:
明
清
農
業
の
技
術
援
展
の
主

要
な
部
分
は
も
っ
と
細
か
い
、
チ
マ
チ
マ
し
た
も
の
だ
」
。
即
ち
、
「
裏
作
・

二
毛
作
は
「
春
花
」
一
詞
守
成
立
さ
せ
て
そ
の
債
値
を
高
め
、
つ
い
に
は
裏
作

の
小
作
料
H
褒
租
が
出
現
し
た
。
:
:
:
十
六
十
八
世
紀
に
急
成
長
す
る
米
の

全
図
的
流
遁
は
行
政
と
一
商
業
の
見
事
な
合
作
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
」
と

述
べ
ら
れ
、
土
地
制
度
に
つ
い
て
は
「
園
の
行
政
と
地
主
経
営
の
結
合
の
上
に

成
立
し
て
い
た
」
(
四
九
四
頁
〉
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

明
清
時
期
の
農
業
技
術
上
の
細
か
い
設
展
上
に
園
家
と
地
主
関
係
の
新
た
な

相
互
関
係
の
成
立
と
い
う
問
題
提
起
を
さ
れ
て
い
る
。
明
清
期
の
政
治
経
済
構

造
の
微
妙
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
今
後
と
も
考
察
す
べ
き
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
た

と
考
え
る
。

川
勝
氏
の
著
書
は
従
来
、

十
分
に
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
農
業
技
術
の
詳

細
な
寅
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
契
約
文
書
、
土
地
関
係
文
書
の
記
事
の
表

と
裏
の
賓
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
園
家
、
地
主
、
佃
戸
の
相
互
関

係
を
線
値
化
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、

同
書
に
燭
愛
さ
れ
て
、
明
清
時
代
の
農
業
経
済
構
造
の
解
明
が
よ
り
一
一
層
進
展

せ
ん
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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五
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四
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